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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に黒色微粒子が分散された少なくとも１つの遮光層を備える遮光フィルムであって
、
　前記遮光層は、前記黒色微粒子と、光硬化性のバインダー樹脂と、光照射により前記バ
インダー樹脂の前駆体の重合開始剤を活性化させる光活性化合物とを含むと共に、表面に
凹凸が形成されていることにより、前記表面がアンチグレア性を有し、
　前記光活性化合物が、前記重合開始剤を直接光照射しない状態で活性化可能な化合物で
あり、且つ、活性エネルギー線、酸及び塩基から選ばれる少なくとも１種によりチオール
を発生する化合物であって、骨格（－Ｓ－Ｃ＝（Ｎ）－Ｎ）を有する、遮光フィルム。
【請求項２】
　前記遮光層の前記表面の入射角８５度における光沢度が、２０％以下の値に設定されて
いる、請求項１に記載の遮光フィルム。
【請求項３】
　前記遮光層は、前記黒色微粒子以外の無機微粒子の含有量、又は、有機微粒子の含有量
が、０重量％以上１０重量％以下の範囲の値に設定されている、請求項１又は２に記載の
遮光フィルム。
【請求項４】
　前記遮光層の前記表面における算術平均粗さが、０．０３μｍ以上３．０μｍ以下の範
囲の値に設定されている、請求項１～３のいずれか１項に記載の遮光フィルム。
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【請求項５】
　前記黒色微粒子は球状であり、一次粒径が、１０ｎｍ以上５００ｎｍ以下の範囲の値に
設定されている、請求項１～４のいずれか１項に記載の遮光フィルム。
【請求項６】
　前記黒色微粒子は、カーボンナノチューブである、請求項１～４のいずれか１項に記載
の遮光フィルム。
【請求項７】
　前記遮光層の波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲の値における光学濃度が、５．
０以上の値に設定され、前記遮光層の表面抵抗値が、１×１０１２Ω／□以下の値に設定
されている、請求項１～６のいずれか１項に記載の遮光フィルム。
【請求項８】
　表面に前記遮光層に接して配置された基材フィルムを更に備える、請求項１～７のいず
れか１項に記載の遮光フィルム。
【請求項９】
　前記基材フィルムの厚み寸法が、１μｍ以上１８８μｍ以下の範囲の値に設定されてい
る、請求項８に記載の遮光フィルム。
【請求項１０】
　内部に黒色微粒子が分散された少なくとも１つの遮光層を備える遮光フィルムであって
、
　前記遮光層は、前記黒色微粒子と、光硬化性のバインダー樹脂と、光照射により前記バ
インダー樹脂の前駆体の重合開始剤を活性化させる光活性化合物とを含むと共に、表面に
凹凸が形成されていることにより、前記表面がアンチグレア性を有し、前記光活性化合物
が、前記重合開始剤を直接光照射しない状態で活性化可能な化合物であり、且つ、活性エ
ネルギー線、酸及び塩基から選ばれる少なくとも１種によりチオールを発生する化合物で
あって、骨格（－Ｓ－Ｃ＝（Ｎ）－Ｎ）を有し、
　前記遮光層の鉛筆硬度が２Ｈ以上の値に設定され、且つ、前記遮光層の光学濃度が５．
０以上の値に設定されている、遮光フィルム。
【請求項１１】
　黒色微粒子と、光硬化性のバインダー樹脂の前駆体と、前記バインダー樹脂の前駆体の
重合開始剤と、光照射により前記重合開始剤を活性化させる光活性化合物とを含む未硬化
材料を、凹凸が形成されていることにより表面がアンチグレア性を有する原型の前記表面
に被着させる被着ステップと、
　前記未硬化材料を前記原型の前記表面に被着させた状態で光硬化させることにより、表
面に前記原型の前記表面の形状が転写された遮光層を形成する硬化ステップと、を有し、
　前記光活性化合物として、前記重合開始剤を直接光照射しない状態で活性化可能な化合
物であり、且つ、活性エネルギー線、酸及び塩基から選ばれる少なくとも１種によりチオ
ールを発生する化合物であって、骨格（－Ｓ－Ｃ＝（Ｎ）－Ｎ）を有するものを用いる、
遮光フィルムの製造方法。
【請求項１２】
　前記被着ステップでは、前記原型として、光透過性の原型フィルムを用いる、請求項１
１に記載の遮光フィルムの製造方法。
【請求項１３】
　前記被着ステップでは、前記光透過性の原型フィルムとして、複数の樹脂成分を含み、
複数の樹脂成分の相分離により形成された海島構造を有する原型フィルムを用いる、請求
項１２に記載の遮光フィルムの製造方法。
【請求項１４】
　前記被着ステップでは、前記未硬化材料を支持部材の表面に塗布し、前記未硬化材料を
前記支持部材により支持した状態で、前記未硬化材料に前記原型の前記表面を被着させ、
　前記硬化ステップ後に、前記遮光層を前記原型と前記支持部材とから剥離する、請求項
１１～１３のいずれか１項に記載の遮光フィルムの製造方法。
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【請求項１５】
　前記被着ステップでは、前記未硬化材料を基材フィルムの少なくとも一方の面に塗布し
た状態で、前記未硬化材料に前記原型の前記表面を被着させ、
　前記硬化ステップ後に、前記遮光層を前記原型から剥離する、請求項１１～１３のいず
れか１項に記載の遮光フィルムの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遮光フィルム及び遮光フィルムの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマートフォンやデジタルビデオカメラ等の光学機器のシャッター、絞り部材、又は複
数のレンズ間に配置されるギャップ調整部材として、例えば特許文献１に開示されるよう
に、遮光フィルムが用いられている。
【０００３】
　遮光フィルムは、例えば、黒色顔料、フィラー粒子、及びバインダー樹脂を含み且つ表
面に微細な凹凸が形成された遮光層を備える。遮光層は、入射光を散乱させて写り込みを
防止するアンチグレア性と、光学機器内に侵入した外光を遮光する遮光性とを有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２０１０－５３４３４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　遮光層では、遮光層の厚み調整の容易さや、遮光フィルムの製造時及び取扱い時におけ
る耐擦傷性を確保する観点等から、バインダー樹脂として光硬化性樹脂を用いることが望
ましい。しかしながら、遮光層に黒色顔料のような遮光性成分が含まれていると、バイン
ダー樹脂として光硬化性樹脂を用いる場合、光照射が不十分となり、バインダー樹脂の前
駆体を硬化することが困難になるおそれがある。
【０００６】
　そこで本発明は、表面にアンチグレア性を有する遮光層を備える遮光フィルムにおいて
、遮光層のバインダー樹脂として光硬化性樹脂を用いる場合でも遮光フィルムを良好に製
造可能にすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の一態様に係る遮光フィルムは、内部に黒色微粒子
が分散された少なくとも１つの遮光層を備える遮光フィルムであって、前記遮光層は、前
記黒色微粒子と、光硬化性のバインダー樹脂と、光照射により前記バインダー樹脂の前駆
体の重合開始剤を活性化させる光活性化合物とを含むと共に、表面に凹凸が形成されてい
ることにより、前記表面がアンチグレア性を有する。
【０００８】
　上記構成によれば、遮光層が光照射によりバインダー樹脂の前駆体の重合開始剤を活性
化させる光活性化合物を含んでいるので、重合開始剤が黒色微粒子により遮光されている
場合でも、光照射された光活性化合物により重合開始剤を活性化させて、光硬化性のバイ
ンダー樹脂の前駆体を重合促進させることができる。これにより、表面に凹凸が形成され
ていることでアンチグレア性を有すると共に、光硬化性樹脂を含む遮光層を備える遮光フ
ィルムを良好に製造できる。
【０００９】
　前記遮光層の前記表面の入射角８５度における光沢度が、２０％以下の値に設定されて
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いてもよい。これにより、遮光層の表面に優れた低光沢性（写り込み防止性）を付与でき
、遮光層の表面に入射した入射光を更に良好に散乱できる。
【００１０】
　前記遮光層は、前記黒色微粒子以外の無機微粒子の含有量、又は、有機微粒子の含有量
が、０重量％以上１０重量％以下の範囲の値に設定されていてもよい。これにより、黒色
微粒子以外の無機微粒子、又は、有機微粒子によって、遮光層が白色等の色に着色される
のを防止できる。よって、遮光層の遮光性がこれらの微粒子により低下するのを防止でき
る。また、遮光層の耐擦傷性がこれらの微粒子を含むことで低下するのを防止できるので
、例えば、光学機器の内部に遮光層の一部が欠落して混入するのを防止できる。
【００１１】
　前記遮光層の前記表面における算術平均粗さ（Ｒａ）が、０．０３μｍ以上３．０μｍ
以下の範囲の値に設定されていてもよい。これにより、遮光層の表面に微細な凹凸を付与
でき、該表面における入射光を更に一層良好に散乱できる。
【００１２】
　前記黒色微粒子は球状であり、一次粒径が、１０ｎｍ以上５００ｎｍ以下の範囲の値に
設定されていてもよい。これにより、遮光層の内部に黒色微粒子を均一に分散させること
ができ、遮光層の全体において均一な遮光性を得ることができる。
【００１３】
　前記黒色微粒子は、カーボンナノチューブであってもよい。これにより、黒色微粒子と
しての材料の選択幅を広げることができる。
【００１４】
　前記遮光層の波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲の値における光学濃度が、５．
０以上の値に設定され、前記遮光層の表面抵抗値が、１×１０１２Ω／□以下の値に設定
されていてもよい。このように、遮光層の光学濃度と表面抵抗値とを上記各所定値に設定
することで、遮光層に高い遮光性を付与できると共に、遮光層の電気抵抗値を更に適切に
調整でき、埃等の不純物が遮光層の帯電により遮光層に付着するのを一層良好に防止でき
る。
【００１５】
　表面に前記遮光層に接して配置された基材フィルムを更に備えていてもよい。これによ
り、遮光層を基材フィルムにより良好に支持できる。また、遮光フィルムの厚み寸法を容
易に調整できると共に、そのハンドリングを向上させることができる。
【００１６】
　前記基材フィルムの厚み寸法が、１μｍ以上１８８μｍ以下の範囲の値に設定されてい
てもよい。これにより、遮光フィルムの厚み寸法を適切に調整できると共に、そのハンド
リングを更に良好に向上させることができる。
【００１７】
　本発明の一態様における遮光フィルムは、内部に黒色微粒子が分散された少なくとも１
つの遮光層を備える遮光フィルムであって、前記遮光層は、鉛筆硬度が２Ｈ以上の値に設
定され、且つ、光学濃度が５．０以上の値に設定されている。これにより、優れた硬度と
遮光性とを有する遮光層を備える遮光フィルムを得ることができる。
【００１８】
　本発明の一態様における遮光フィルムの製造方法は、黒色微粒子と、光硬化性のバイン
ダー樹脂の前駆体と、前記バインダー樹脂の前駆体の重合開始剤と、光照射により前記重
合開始剤を活性化させる光活性化合物とを含む未硬化材料を、凹凸が形成されていること
により表面がアンチグレア性を有する原型の前記表面に被着させる被着ステップと、前記
未硬化材料を前記原型の前記表面に被着させた状態で光硬化させることにより、表面に前
記原型の前記表面の形状が転写された遮光層を形成する硬化ステップと、を有する。
【００１９】
　上記方法の被着ステップと硬化ステップとによれば、未硬化材料が光照射によりバイン
ダー樹脂の前駆体の重合開始剤を活性化させる光活性化合物を含んでいるので、重合開始



(5) JP 6745295 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

剤が黒色微粒子により遮光されている場合でも、光照射された光活性化合物により重合開
始剤を活性化させて、光硬化性のバインダー樹脂の前駆体を重合促進させることができる
。これにより、表面に凹凸が形成されていることでアンチグレア性を有すると共に、光硬
化性樹脂を含む遮光層を備える遮光フィルムを良好に製造できる。
【００２０】
　前記被着ステップでは、前記原型として、光透過性の原型フィルムを用いてもよい。こ
れにより、例えば、原型フィルムを介して未硬化材料を光照射することで、遮光フィルム
を効率よく製造できる。また、原型がフィルムであるため取扱いが容易であり、遮光層か
ら原型を剥離し易くすることができる。
【００２１】
前記被着ステップでは、前記光透過性の原型フィルムとして、複数の樹脂成分を含み、複
数の樹脂成分の相分離により形成された海島構造を有する原型フィルムを用いてもよい。
【００２２】
　このような原型フィルムを原型として用いることで、遮光層の表面に海島構造による凹
凸を高精度で転写できる。また、複数の樹脂成分の相分離により形成された海島構造を有
する原型フィルムを用いることで、優れたアンチグレア性を有する遮光フィルム１を製造
できる。
【００２３】
　前記被着ステップでは、前記未硬化材料を支持部材の表面に塗布し、前記未硬化材料を
前記支持部材により支持した状態で、前記未硬化材料に前記原型の前記表面を被着させ、
前記硬化ステップ後に、前記遮光層を前記原型と前記支持部材とから剥離してもよい。こ
れにより、原型の表面の凹凸が表面に転写された遮光層からなる遮光フィルムを良好に製
造できる。
　前記被着ステップでは、前記未硬化材料を基材フィルムの少なくとも一方の面に塗布し
た状態で、前記未硬化材料に前記原型の前記表面を被着させ、前記硬化ステップ後に、前
記遮光層を前記原型から剥離してもよい。これにより、基材フィルムに支持されて原型の
表面の凹凸が表面に転写された遮光層を有する遮光フィルムを正確且つ安定した品質で製
造できる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の各態様によれば、表面にアンチグレア性を有する遮光層を備える遮光フィルム
において、遮光層のバインダー樹脂として光硬化性樹脂を用いる場合でも遮光フィルムを
良好に製造できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】第１実施形態に係る遮光フィルムの断面図である。
【図２】図１の遮光フィルムの製造フロー図である。
【図３】図１の遮光フィルムの製造時の様子を示す図である。
【図４】第２実施形態に係る遮光フィルムの断面図である。
【図５】第３実施形態に係る遮光フィルムの断面図である。
【図６】図５の遮光フィルムの製造時の様子を示す図である。
【図７】変形例１に係る原型を示す拡大断面図である。
【図８】変形例２に係る原型を示す拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、各実施形態について、図面を参照して説明する。
【００２７】
　（第１実施形態）
　［遮光フィルム］
　図１は、第１実施形態に係る遮光フィルム１の断面図である。遮光フィルム１は、一例
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として、光学機器が備える複数の光学部材（レンズ等）間において、光軸を囲むように配
置される。遮光フィルム１は、図１に示すように、内部に黒色微粒子５が分散された少な
くとも１つの遮光層３を備える。本実施形態の遮光フィルム１は、基材フィルム２と遮光
層３とを備える。
【００２８】
　基材フィルム２は、表面に遮光層３に接して配置されている。基材フィルム２は、一例
として、黒色顔料を含む樹脂フィルムにより構成されている。これにより、基材フィルム
２は黒色に着色されている。なお基材フィルム２は、黒色以外の色（例えば白色）に着色
されていてもよいし、透明であってもよい。
【００２９】
　基材フィルム２が含む樹脂は、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂、又は光硬化性樹脂のいず
れでもよい。このうち熱可塑性樹脂としては、例えば、ポリオレフィン、スチレン系樹脂
、アクリル系樹脂、塩化ビニル系樹脂、ポリビニルアルコール系樹脂、ポリアセタール、
ポリエステル、ポリカーボネート、ポリアミド、ポリイミド、ポリスルホン系樹脂、ポリ
フェニレンエーテル系樹脂、ポリフェニレンスルフィド系樹脂、フッ素樹脂、セルロース
誘導体等が挙げられる。これらの熱可塑性樹脂は、単独で又は二種以上組み合わせて使用
できる。このうち強度確保の観点から、環状ポリオレフィン、ポリアルキレンアリレート
（ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）等）、
ポリメタクリル酸メチル系樹脂、ビスフェノールＡ型ポリカーボネート、セルロースエス
テルが好ましい。
【００３０】
　また熱硬化性樹脂としては、例えば、フェノール樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、ベン
ゾグアナミン樹脂、シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステル、ビニルエステ
ル樹脂、ポリウレタン等が挙げられる。これらの熱硬化性樹脂は、単独で又は二種以上を
組み合わせて使用できる。このうち強度確保の観点から、エポキシ樹脂、不飽和ポリエス
テル、シリコーン樹脂、ポリウレタンが好ましい。
【００３１】
　また光硬化性樹脂としては、例えば、光硬化性ポリエステル、光硬化性アクリル系樹脂
、光硬化性エポキシ（メタ）アクリレート、光硬化性ウレタン（メタ）アクリレート等が
挙げられる。これらの光硬化性樹脂は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。こ
のうち強度確保の観点から、光硬化性アクリル系樹脂、光硬化性ウレタン（メタ）アクリ
レートが好ましい。なお「光硬化性樹脂」とは、活性エネルギー線（紫外線又は電子線等
）により硬化する樹脂を含む。
【００３２】
　基材フィルム２は、黒色顔料を含むことで、厚み方向側面が黒色となる。これにより基
材フィルム２は、入射光が基材フィルム２内を通過しにくくなっている。基材フィルム２
の厚み寸法は、適宜設定可能であるが、ここでは１μｍ以上１８８μｍ以下の範囲の値に
設定されている。本実施形態の基材フィルム２の厚み寸法は、遮光層３の最大厚み寸法よ
りも大きい。なお基材フィルム２の厚み寸法は、遮光層３の最大厚み寸法より小さくても
よい。
【００３３】
　また基材フィルム２の表面には、遮光層３との接着性を向上させるための接着層が設け
られていてもよい。即ち基材フィルム２は、樹脂層と、樹脂層に重ねて配置された接着層
とを有していてもよい。
【００３４】
　遮光層３は、黒色微粒子５と、バインダー樹脂６と、このバインダー樹脂６の前駆体の
重合開始剤を光照射により活性化させる光活性化合物とを含む。バインダー樹脂６の前駆
体は、ラジカル重合反応により重合する。重合開始剤は、光活性化合物により活性化され
て、この重合反応を開始させる。バインダー樹脂６は、光硬化性樹脂である。即ち遮光層
３は、光硬化性樹脂であるバインダー樹脂６が硬化することで形成されている。バインダ
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ー樹脂６としては、例えば、基材フィルム２と同様の光硬化性樹脂が挙げられる。このよ
うな光硬化性樹脂を含むことにより、遮光フィルム１の遮光層３は、鉛筆硬度が２Ｈ以上
の値に設定され、且つ、光学濃度が５．０以上の値に設定されている。
【００３５】
　遮光層３の内部には、黒色微粒子５が分散して配置されている。黒色微粒子５としては
、例えば、カーボンブラック、ランプブラック、バインブラック、ピーチブラック、骨炭
、カーボンナノチューブ、酸化銀、酸化亜鉛、マグネタイト型四酸化三鉄、銅とクロムの
複合酸化物、銅、クロム、亜鉛の複合酸化物、黒色ガラス等が挙げられる。遮光層３は、
黒色微粒子５を含むことで、波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲の値における光学
濃度が、５．０以上の値に設定されている。波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲の
値における遮光層３の光学濃度が５．０以上の値に設定されることで、遮光層３の遮光性
の低下が良好に防止される。
【００３６】
　光活性化合物は、活性エネルギー線、酸及び塩基から選ばれる少なくとも１種によりチ
オールを発生する化合物である。光活性化合物には、活性エネルギー線によりチオールを
発生する化合物（Ａ１）、酸によりチオールを発生する化合物（Ａ２）及び塩基によりチ
オールを発生する化合物（Ａ３）が含まれる。
【００３７】
　化合物（Ａ１）には、２００ｎｍ～８００ｎｍの波長に吸収領域を有する保護基、また
は少なくとも一つの水素原子が３００ｎｍ～８００ｎｍの波長に吸収領域を有する有機基
で置換されたメチル基にてチオール基が保護されている化合物が含まれる。例えば、トリ
ス｛Ｓ－（９－メチルフルオレニル）｝チオシアヌル酸及びＳ－ベンジル－３－メルカプ
ト－１，２，４－トリアゾール等が挙げられる。
【００３８】
　化合物（Ａ２）には、酸により分解する保護基にてチオール基が保護されている化合物
が含まれる。例えば、Ｓ－アセチルチオ尿素、Ｓ－ベンゾイル－２－メルカプトベンゾイ
ミダゾール、Ｓ－（２－ピリジニルエチル－２－メルカプトピリミジン及びＳ－（ｔ－ブ
トキシカルボニル）－４，６－ジメチル－２－メルカプトピリミジン等が挙げられる。
【００３９】
　化合物（Ａ３）には、塩基により分解する保護基にてチオール基が保護されている化合
物が含まれる。例えば、２－メルカプトベンゾイミダゾールのジスルフィド化物、チオシ
アヌル酸のジスルフィド化物及びＳ－（９－フルオレニルメチル）－５－メルカプト－１
－メチルテトラゾール等が挙げられる。
【００４０】
　活性エネルギー線、酸及び塩基から選ばれる少なくとも１種によりチオールを発生する
光活性化合物のうち、チオールの発生効率の観点から、好ましいものとしては、下記一般
式（１）～（４）で表される化合物である。（Ａ）は１種を単独で用いてもよいし、２種
以上を併用してもよい。
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【００４１】
　上記式中、Ｒ１～Ｒ３，Ｒ５～Ｒ８は、それぞれ独立に水素原子又は炭素数が１以上２
０以下の範囲の値である１価の炭化水素基であり、Ｒ４は、炭素数が２以上３０以下の範
囲の値である２価の炭化水素基であり、Ｘ１～Ｘ６は、酸及び塩基からなる群より選ばれ
る少なくとも１種によりこれらと結合している硫黄原子との結合が切断される１価の置換
基である。
【００４２】
　一般式（１）～（４）で表される化合物は、共通骨格（－Ｓ－Ｃ＝（Ｎ）－Ｎ）を有し
ており、この骨格を有していることにより、酸素阻害を抑制する効果が高くなる。これに
より、低露光量での露光時及び薄膜形成時の少なくともいずれかの条件下においても、硬
化性が向上する。
【００４３】
　遮光層３には、光活性化合物が、例えば０．１重量％以上５重量％以下の範囲の値で含
まれている。遮光層３には、光活性化合物が１重量％以上４重量％以下の範囲の値で含ま
れていると、より好ましい。後述するように、光活性化合物は、遮光層３の製造時におい
て、バインダー樹脂６の前駆体中に分散された重合開始剤を活性化させる。このため、重
合開始剤が直接光照射されていなくても、光活性化合物が光照射されることで重合開始剤
が活性化される。
【００４４】
　遮光層３の厚み寸法は、適宜設定可能であるが、ここでは１μｍ以上２０μｍ以下の範
囲の値に設定できる。遮光層３の厚み寸法は、一例として３μｍ以上１０μｍ以下の範囲
の値に設定されている。
【００４５】
　本実施形態の黒色微粒子５は球状であり、一次粒径は、１０ｎｍ以上５００ｎｍ以下の
範囲の値に設定されている。また遮光層３の表面抵抗値は、１×１０１２Ω／□以下の値
に設定されている。遮光層３の表面抵抗値を１×１０１３Ω／□以上とすることで、遮光
フィルム１を絶縁部材として好適に用いることができる。
【００４６】
　遮光層３の表面３ａには、凹凸が形成されている。これにより遮光層３の表面３ａは、
アンチグレア性を有する。遮光層３の表面３ａに形成された凹凸は、後述するように、遮
光フィルム１の製造時において原型４の表面４ａの凹凸が転写されることで形成されてい
る。これにより遮光層３の表面３ａは、外光の反射が抑制されている。
【００４７】
　具体的に遮光層３は、以下の各設定が行われることでアンチグレア性を有している。遮
光層３は、表面３ａの入射角８５度における光沢度が、２０％以下の値に設定されている
。また遮光層３は、表面３ａの算術平均粗さ（Ｒａ）が、０．０３μｍ以上３．０μｍ以
下の範囲の値に設定されている。また遮光層３は、表面３ａの算術平均粗さ（Ｓａ）が、
０．５μｍ以上５．０μｍ以下の範囲の値に設定されている。
【００４８】
　遮光層３の表面３ａの算術平均粗さ（Ｒａ）を０．１μｍ以上の値に設定することで、
遮光層３の表面３ａにアンチグレア性を付与し易くすることができる。また、遮光層３の
表面３ａの算術平均粗さ（Ｒａ）を３．０μｍ以下の値に設定することで、遮光層３を比
較的容易に製造できる。
【００４９】
　なお、一次粒径は、フィールドエミッション走査電子顕微鏡（日本電子（株）製「ＪＳ
Ｍ－６７００Ｆ」）により１０万倍に拡大した粒子表面の写真を撮影し、その拡大写真を
必要に応じてさらに拡大し、５０個以上の粒子について定規やノギス等を用い、その個数
の平均粒径として測定することができる。
【００５０】
　また、波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲の値における光学濃度は、光学濃度計
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（ビデオジェット・エックスライト（株）製「Ｘ－Ｒｉｔｅ　３４１Ｃ」）を用い、試料
に垂直透過光束を照射して、試料が無い状態との比をｌｏｇ（対数）で表したものとする
ことができる。
【００５１】
　また光束幅は、直径２ｍｍの円形として測定することができる。また光沢度は、ＪｌＳ
　Ｋ７１０５に準拠した測定方法により測定された値である。また算術平均粗さ（Ｒａ）
は、中心線平均表面粗さであり、ＪＩＳ　Ｂ　０６０１（１９９４年版）の定義により算
出された値である。
【００５２】
　以上のように、遮光フィルム１によれば、遮光層３が光照射によりバインダー樹脂６の
前駆体の重合開始剤を活性化させる光活性化合物を含んでいるので、重合開始剤が黒色微
粒子５により遮光されている場合でも、光照射された光活性化合物により重合開始剤を活
性化させて、光硬化性のバインダー樹脂６の前駆体を重合促進させることができる。これ
により、表面３ａに凹凸が形成されていることでアンチグレア性を有すると共に、光硬化
性樹脂を含む遮光層３を備える遮光フィルム１を良好に製造できる。
【００５３】
　また遮光層３は、表面３ａの入射角８５度における光沢度が、２０％以下の値に設定さ
れているので、遮光層３の表面３ａに優れた低光沢性（写り込み防止性）を付与でき、遮
光層３の表面３ａに入射した入射光を更に良好に散乱できる。
【００５４】
　また遮光層３は、黒色微粒子５以外の無機微粒子の含有量、又は、有機微粒子の含有量
が、０重量％以上１０重量％以下の範囲の値に設定されている。これにより、黒色微粒子
５以外の無機微粒子、又は、有機微粒子によって、遮光層３が白色等の色に着色されるの
を防止できる。よって、遮光層３の遮光性がこれらの微粒子により低下するのを防止でき
る。また、遮光層３の耐擦傷性がこれらの微粒子を含むことで低下するのを防止できるの
で、例えば、光学機器の内部に遮光層３の一部が欠落して混入するのを防止できる。
【００５５】
　また、遮光層３は黒色微粒子５以外の無機微粒子、又は、有機微粒子を用いなくてもア
ンチグレア性を発揮できるため、より白味の少ない黒色の遮光フィルム１を実現できる。
これにより、例えば光学機器のレンズの内部に遮光フィルム１からの不要な光が入射する
のを抑制できる。
【００５６】
　また遮光層３は、表面３ａにおける算術平均粗さ（Ｒａ）が、０．０３μｍ以上３．０
μｍ以下の範囲の値に設定されているので、遮光層３の表面３ａに微細な凹凸を付与でき
、表面３ａに入射した入射光を更に一層良好に散乱できる。
【００５７】
　また、本実施形態の黒色微粒子５は球状であり、一次粒径が、１０ｎｍ以上５００ｎｍ
以下の範囲の値に設定されているので、遮光層３の内部に黒色微粒子５を均一に分散させ
ることができ、遮光層３の全体において均一な遮光性を得ることができる。また別の例で
は、黒色微粒子５がカーンナノチューブであるため、黒色微粒子５としての材料の選択幅
を広げることができる。
【００５８】
　また、遮光層３の波長３８０ｎｍ以上７８０ｎｍ以下の範囲の値における光学濃度が、
５．０以上の値に設定され、遮光層３の表面抵抗値が、１×１０１２Ω／□以下の値に設
定されているので、遮光層３に高い遮光性を付与できると共に、遮光層３の電気抵抗値を
更に適切に調整でき、埃等の不純物が遮光層の帯電により遮光層に付着するのを一層良好
に防止できる。
【００５９】
　また遮光フィルム１は、基材フィルム２を備えているので、遮光層３を基材フィルム２
により良好に支持できる。また、遮光フィルム１の厚み寸法を容易に調整できると共に、
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そのハンドリングを向上させることができる。これにより、例えば、遮光フィルム１を光
学機器の複数の光学部材間に配置し易くすることができる。
【００６０】
　また遮光フィルム１は、基材フィルム２の厚み寸法が、１μｍ以上１８８μｍ以下の範
囲の値に設定されているので、遮光フィルム１の厚み寸法を適切に調整できると共に、そ
のハンドリングを更に良好に向上させることができる。
【００６１】
　また遮光フィルム１の遮光層３は、鉛筆硬度が２Ｈ以上の値に設定され、且つ、光学濃
度が５．０以上の値に設定されているので、優れた硬度と遮光性とを有する遮光層３を備
える遮光フィルム１を得ることができる。
【００６２】
　［遮光フィルムの製造方法］
　図２は、図１の遮光フィルム１の製造フロー図である。図３は、図１の遮光フィルム１
の製造時の様子を示す図である。図２に示すように、遮光フィルム１の製造方法は、調製
ステップＳ１、被着ステップＳ２、硬化ステップＳ３、及び剥離ステップＳ４を有する。
遮光フィルム１は、ステップＳ１～Ｓ４を順に行うことで製造される。以下、ステップＳ
１～Ｓ５を具体的に説明する。
【００６３】
　オペレータは、遮光層３の材料となる未硬化材料３０を調製する。未硬化材料３０は、
黒色微粒子５と、光硬化性のバインダー樹脂６の前駆体と、バインダー樹脂６の前駆体の
重合開始剤と、光照射により重合開始剤を活性化させる光活性化合物とを含む。オペレー
タは、これらのものを混合すると共に、溶媒を添加することにより、塗工に適した流動性
を有するように未硬化材料３０を調製する。これにより調製ステップＳ１が行われる。
【００６４】
　次にオペレータは、基材フィルム２の一方の面に未硬化材料３０を均一に塗布する。そ
の後、未硬化材料３０の表面に熱風を当てることにより、未硬化材料３０の揮発成分を一
部除去する。
【００６５】
　その後オペレータは、基材フィルム２に支持された未硬化材料３０の表面に、凹凸が形
成されていることにより表面４ａがアンチグレア性を有する原型４の表面４ａを被着させ
る。本実施形態では、原型４として、表面４ａを有する光透過性の原型フィルムを用いる
。これにより被着ステップＳ２が行われる。
【００６６】
　ここで原型４の表面４ａは、微細な凹凸形状を有する。本実施形態の原型４は、詳細を
後述するように、複数の樹脂成分を含み、複数の樹脂成分の相分離により形成された海島
構造からなる微細な凹凸形状を有する。遮光層３の表面３ａには、この原型４の表面４ａ
の形状が転写される。即ち、遮光層３の表面３ａに付与されるアンチグレア性は、この原
型４の表面４ａの形状により設定される。
【００６７】
　次にオペレータは、原型４を介して、基材フィルム２に支持された未硬化材料３０を光
照射（ここでは紫外線（ＵＶ）照射）する（図３）。これにより、未硬化材料３０を原型
４の表面４ａに被着させた状態で光硬化させて、表面３ａに原型４の表面４ａの形状が転
写された遮光層３を形成する。以上で硬化ステップＳ３が行われる。
【００６８】
　ここで、未硬化材料３０に含まれる光活性化合物は、光照射されることで未硬化材料３
０中に分散された重合開始剤を活性化させる。このため、重合開始剤が直接光照射されな
くても、重合開始剤は光活性化合物により活性化される。よって、バインダー樹脂６の前
駆体は、その重合反応が黒色微粒子５によって妨げられるのが防止されながら、良好に重
合して硬化する。
【００６９】
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　また、バインダー樹脂６の前駆体の重合反応がラジカル重合反応である場合、光活性化
合物を用いることで効率よくラジカルを発生させることができ、比較的速い硬化速度でバ
インダー樹脂６を得ることができる。また光活性化合物は、重合開始剤に作用するため、
バインダー樹脂６の前駆体である幅広い種類のモノマーに適用できる。このため、遮光層
３の設計自由度を高めることができる。次にオペレータは、硬化した遮光層３の表面３ａ
から原型４を剥離する。これにより剥離ステップＳ４が行われる。以上で遮光フィルム１
が得られる。
【００７０】
　以上のように、上記製造方法の被着ステップＳ２と硬化ステップＳ３とによれば、未硬
化材料３０が光照射によりバインダー樹脂６の前駆体の重合開始剤を活性化させる光活性
化合物を含んでいるので、重合開始剤が黒色微粒子５により遮光されている場合でも、光
照射された光活性化合物により重合開始剤を活性化させて、光硬化性のバインダー樹脂６
の前駆体を重合促進させることができる。これにより、表面３ａに凹凸が形成されている
ことでアンチグレア性を有すると共に、光硬化性樹脂を含む遮光層３を備える遮光フィル
ム１を良好に製造できる。
【００７１】
　また被着ステップＳ２では、原型４として、光透過性の原型フィルムを用いることによ
り、例えば、原型フィルムを介して未硬化材料３０を光照射することで、遮光フィルム１
を効率よく製造できる。また、原型４がフィルムであるため取扱いが容易であり、遮光層
３から原型４を剥離し易くすることができる。
【００７２】
　また被着ステップＳ２では、未硬化材料３０を基材フィルム２の少なくとも一方の面に
塗布した状態で、未硬化材料３０に原型４の表面４ａを被着させ、硬化ステップＳ３後に
、硬化された遮光層３を原型４から剥離するので、基材フィルム２に支持されて原型４の
表面４ａの凹凸が表面３ａに転写された遮光層３を有する遮光フィルム１を正確且つ安定
した品質で製造できる。
【００７３】
　また本実施形態では、原型４として、複数の樹脂成分を含み、複数の樹脂成分の相分離
により形成された海島構造を有する原型フィルムを用いている。このような原型フィルム
を原型４として用いることで、遮光層３の表面に海島構造による凹凸を高精度で転写でき
る。また、複数の樹脂成分の相分離により形成された海島構造を有する原型フィルムを用
いることで、優れたアンチグレア性を有する遮光フィルム１を製造できる。
【００７４】
　また硬化ステップＳ３後に、硬化された遮光層３を原型４から剥離するので、基材フィ
ルム２に支持されて原型４の表面４ａの凹凸が表面３ａに転写された遮光層３を有する遮
光フィルム１を良好に製造できる。
【００７５】
　第１実施形態の変形例としては、基材フィルム２が省略された遮光フィルムが挙げられ
る。この場合の遮光フィルムは、遮光層３のみにより構成される。該遮光フィルムは、例
えば、剥離ステップＳ４において、遮光層３から原型４と基材フィルム２とを剥離するこ
とで得られる。以下、その他の実施形態について、第１実施形態との差異を中心に説明す
る。
【００７６】
　（第２実施形態）
　図４は、第２実施形態に係る遮光フィルム１１の断面図である。図４に示すように、遮
光フィルム１１は、基材フィルム２と、基材フィルム２の両面に重ねて配置された一対の
遮光層３とを備える。一対の遮光層３は、各々表面３ａを基材フィルム２側とは反対側（
即ち遮光フィルム１１の外側）に向けて配置されている。遮光フィルム１１の一対の遮光
層３は、製造時において、基材フィルム２の各々の表面に対して第１実施形態のステップ
Ｓ２～Ｓ４を行うことで製造される。
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【００７７】
　このような遮光フィルム１１においても、遮光フィルム１と同様の効果が奏される。ま
た、遮光フィルム１１の両面がアンチグレア性を有するので、例えば、光路の往復方向に
光が通過する光学機器において、その光路途中の近傍に遮光フィルム１１が配置される場
合においても、遮光フィルム１１に良好な遮光性とアンチグレア性とを発揮させることが
できる。
【００７８】
　（第３実施形態）
　図５は、第３実施形態に係る遮光フィルム２１の断面図である。図５に示すように、遮
光フィルム２１は、その両面（第１面２１ａ，第２面２１ｂ）がアンチグレア性を有する
。遮光フィルム２１は、遮光層３と同様の組成からなる。第１面２１ａ，第２面２１ｂの
表面形状は、互いに同様である。
【００７９】
　このような構成を有する遮光フィルム２１は、光硬化性樹脂による優れた強度を確保し
ながら厚み寸法を薄くできる。これにより、光学機器の製造時に遮光フィルム２１を複数
のレンズ間に配置する場合等には、遮光フィルム２１が良好な耐擦傷性を有することで歩
留まりを向上できると共に、光学機器の小型化を図ることができる。
【００８０】
　図６は、図５の遮光フィルム２１の製造時の様子を示す図である。図６に示すように、
遮光フィルム２１の製造時には、一対の原型４を互いの表面４ａを対向させた状態で配置
し、一対の原型４により未硬化材料３０を挟持する。これにより、未硬化材料３０の両面
に対して被着ステップＳ２が行われる。
【００８１】
　その後、一対の原型４の外側から未硬化材料３０を光照射して硬化させる。これにより
、未硬化材料３０の両面に対して硬化ステップＳ３が行われる。その後、一対の原型４を
剥離除去する剥離ステップＳ４を行うことで、遮光フィルム２１が得られる。
【００８２】
　ここで、一対の原型４のうち一方は、遮光フィルム２１の製造時に未硬化材料３０を支
持する支持部材として用いることもできる。具体的に被着ステップＳ２では、未硬化材料
３０を一対の原型４のうちの一方である支持部材の表面に塗布し、未硬化材料３０を支持
部材により支持した状態で、未硬化材料３０に一対の原型４のうちの他方である原型４の
表面４ａを被着させる。硬化ステップＳ３後、硬化された遮光層（即ち遮光フィルム２１
）を、原型４と支持部材とから剥離する剥離ステップＳ４を行う。これにより遮光フィル
ム２１が得られる。
【００８３】
　この方法によれば、原型４の表面４ａの凹凸が表面３ａに転写された遮光層からなる遮
光フィルム２１を良好に製造できる。また、被着ステップＳ２及び硬化ステップＳ３では
、支持部材により未硬化材料３０を支持できるので、遮光フィルム２１を効率よく製造で
きる。なお、支持部材には剥離処理を施してもよい。
【００８４】
　（原型について）
　以下、原型４について詳細に説明する。原型４の表面４ａは、アンチグレア性を有する
。原型４の表面４ａには、一例として、複数の樹脂成分の相分離により、複数の海島構造
部が形成されている。海島構造部は分岐しており、密な状態で海島構造を形成している。
原型４は、複数の海島構造部と、隣接する海島構造部間に位置する凹部とによりアンチグ
レア性を発現する。原型４の表面４ａは、海島構造部が略網目状に形成されることにより
、網目状構造、言い換えると、連続し又は一部欠落した不規則な複数のループ構造を有す
る。
【００８５】
　具体的に原型４の表面４ａには、１ｍｍ２当たり、所定の長さ寸法を有する海島構造部
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が１つ以上存在している。この海島構造部の長さ寸法は、本実施形態では、１００μｍ以
上の値に設定されている。この海島構造部の長さ寸法の値としては、一例として、２００
μｍ以上の値がより好ましく、５００μｍ以上の値が一層好ましい。なお、海島構造部は
、複数存在してもよいが、表面４ａの全面が海島構造を有する場合、該表面４ａにおける
海島構造部の数は１となる場合もある。
【００８６】
　海島構造部により形成された海島構造では、同程度の径を有する網目が不規則な形状で
配列している。海島構造が有する網目の平均径（海島構造の網目が楕円形状や長方形状等
の異方形状の場合、長径と短径との平均値）は、例えば、１μｍ以上７０μｍ以下の範囲
の値に設定されている。
【００８７】
　この平均径の値としては、一例として、２μｍ以上５０μｍ以下の範囲の値がより好ま
しく、５μｍ以上３０μｍ以下の範囲の値が一層好ましい。また他の例では、この平均径
の値としては、１μｍ以上４０μｍ以下の範囲の値がより好ましく、３μｍ以上３５μｍ
以下の範囲の値が一層好ましく、１０μｍ以上３０μｍ以下の範囲の値が更に好ましい。
【００８８】
　表面４ａを平面視した場合の海島構造部の形状は、一部以上に曲線部分を有する紐状で
ある。海島構造部の平均幅は、本実施形態では、０．１μｍ以上３０μｍ以下の範囲の値
に設定されている。
【００８９】
　海島構造部の平均幅の値としては、一例として、０．１μｍ以上２０μｍ以下の範囲の
値がより好ましく、０．１μｍ以上１５μｍ以下の範囲の値が一層好ましく、０．１μｍ
以上１０μｍ以下（特に０．１μｍ以上５μｍ以下）の範囲の値が更に好ましい。
【００９０】
　また他の例では、海島構造部の平均幅の値としては、１．０μｍ以上２０μｍ以下の範
囲の値がより好ましく、１．０μｍ以上１５μｍ以下の範囲の値が一層好ましく、１．０
μｍ以上１０μｍ以下の範囲の値が更に好ましい。なお、平均幅が小さ過ぎるとアンチグ
レア性が低下するおそれがある。
【００９１】
　海島構造部の平均高さは、例えば、０．０５μｍ以上１０μｍ以下の範囲の値に設定さ
れている。海島構造部の平均高さの値としては、一例として、０．０７μｍ以上５μｍ以
下の範囲の値がより好ましく、０．０９μｍ以上３μｍ以下（特に０．１μｍ以上２μｍ
以下）の範囲の値が一層好ましい。
【００９２】
　表面４ａにおける海島構造部の占有面積は、例えば、表面４ａの全表面積の１０％以上
１００％未満の範囲の値に設定されている。表面４ａにおける海島構造部の占有面積の値
としては、一例として、表面４ａの全表面積の３０％以上１００％未満の範囲の値がより
好ましく、表面４ａの全表面積の５０％以上１００％未満（特に７０％以上１００％未満
）の範囲の値が一層好ましい。なお、海島構造部間の面積が小さ過ぎるとアンチグレア性
が低下し易いおそれがある。
【００９３】
　ここで、表面４ａの海島構造部の寸法、形状（分岐の有無等）、及び面積は、顕微鏡写
真で観察される二次元的な形状に基づいて測定及び評価できる。また、上記した平均値、
平均幅、及び平均高さの各々は、表面４ａにおける任意の１０箇所以上の位置において測
定した測定値を平均した値である。
【００９４】
　原型４の表面４ａは、海島構造が形成されることで、レンズ状（海島状）の凸部が形成
されるのが防止されている。第１実施形態及びその変形例における遮光層３の表面３ａ、
及び第２実施形態の遮光フィルム２１の各面２１ａ，２１ｂには、このような原型４の表
面４ａの形状が転写されている。
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【００９５】
　なお複数の海島構造部は、互いに独立していてもよいし、繋がっていてもよい。原型４
の相分離及び海島構造は、所定の原料溶液を用いて、液相からスピノーダル分解（湿式ス
ピノーダル分解）を行うことにより形成される。原型４の表面形状及び製造方法の詳細に
ついては、例えば、特許第６１９０５８１号公報の記載を参照できる。
【００９６】
　ここで、原型４が含む複数の樹脂成分は、相分離可能なものであればよいが、海島構造
部が形成され且つ高い耐擦傷性を有する原型４を得る観点から、ポリマー及び硬化性樹脂
を含むことが好ましい。
【００９７】
　原型４が含むポリマーとしては、熱可塑性樹脂を例示できる。熱可塑性樹脂としては、
スチレン系樹脂、（メタ）アクリル系樹脂、有機酸ビニルエステル系樹脂、ビニルエーテ
ル系樹脂、ハロゲン含有樹脂、オレフィン系樹脂（脂環式オレフィン系樹脂を含む）、ポ
リカーボネート系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、熱可塑性ポリウレタン
樹脂、ポリスルホン系樹脂（ポリエーテルスルホン、ポリスルホン等）、ポリフェニレン
エーテル系樹脂（２，６－キシレノールの重合体等）、セルロース誘導体（セルロースエ
ステル類、セルロースカーバメート類、セルロースエーテル類等）、シリコーン樹脂（ポ
リジメチルシロキサン、ポリメチルフェニルシロキサン等）、ゴム又はエラストマー（ポ
リブタジエン、ポリイソプレン等のジエン系ゴム、スチレン－ブタジエン共重合体、アク
リロニトリル－ブタジエン共重合体、アクリルゴム、ウレタンゴム、シリコーンゴム等）
等を例示できる。これらの熱可塑性樹脂は、単独で又は二種以上の組み合わせで使用でき
る。
【００９８】
　またポリマーとしては、硬化反応に関与する官能基、又は、硬化性化合物と反応する官
能基を有するものも例示できる。このポリマーは、官能基を主鎖又は側鎖に有していても
よい。
【００９９】
　前記官能基としては、縮合性基や反応性基（例えば、ヒドロキシル基、酸無水物基、カ
ルボキシル基、アミノ基又はイミノ基、エポキシ基、グリシジル基、イソシアネート基等
）、重合性基（例えば、ビニル、プロペニル、イソプロペニル、ブテニル、アリル基等の
Ｃ２－６アルケニル基、エチニル、プロピニル、ブチニル基等のＣ２－６アルキニル基、
ビニリデン基等のＣ２－６アルケニリデン基、又はこれらの重合性基を有する基（（メタ
）アクリロイル基等）等）等を例示できる。これらの官能基のうち、重合性基が好ましい
。
【０１００】
　また原型４には、複数種類のポリマーが含まれていてもよい。これらの各ポリマーは、
液相からのスピノーダル分解により相分離可能であってもよいし、互いに非相溶であって
もよい。複数種類のポリマーに含まれる第１のポリマーと第２のポリマーとの組み合わせ
は特に制限されないが、加工温度付近で互いに非相溶なものを使用できる。
【０１０１】
　例えば、第１のポリマーがスチレン系樹脂（ポリスチレン、スチレン－アクリロニトリ
ル共重合体等）である場合、第２のポリマーとしては、セルロース誘導体（例えば、セル
ロースアセテートプロピオネート等のセルロースエステル類）、（メタ）アクリル系樹脂
（ポリメタクリル酸メチル等）、脂環式オレフィン系樹脂（ノルボルネンを単量体とする
重合体等）、ポリカーボネート系樹脂、ポリエステル系樹脂（ポリＣ２－４アルキレンア
リレート系コポリエステル等）等を例示できる。
【０１０２】
　また例えば、第１のポリマーがセルロース誘導体（例えば、セルロースアセテートプロ
ピオネート等のセルロースエステル類）である場合、第２のポリマーとしては、スチレン
系樹脂（ポリスチレン、スチレン－アクリロニトリル共重合体等）、（メタ）アクリル系



(16) JP 6745295 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

樹脂、脂環式オレフィン系樹脂（ノルボルネンを単量体とする重合体等）、ポリカーボネ
ート系樹脂、ポリエステル系樹脂（ポリＣ２－４アルキレンアリレート系コポリエステル
等）等を例示できる。
【０１０３】
　複数種類のポリマーには、少なくともセルロースエステル類（例えば、セルロースジア
セテート、セルローストリアセテート、セルロースアセテートプロピオネート、セルロー
スアセテートブチレート等のセルロースＣ２－４アルキルカルボン酸エステル類）が含ま
れていてもよい。
【０１０４】
　ここで、原型４の相分離による海島構造は、原型４の製造時に、複数の樹脂成分に含ま
れていた硬化性樹脂の前駆体が活性エネルギー線（紫外線又は電子線等）や熱等により硬
化することで固定される。また、このような硬化性樹脂により、原型４に耐擦傷性が付与
される。
【０１０５】
　原型４の耐擦傷性を得る観点から、複数種類のポリマーに含まれる少なくとも一つのポ
リマーは、硬化性樹脂前駆体と反応可能な官能基を側鎖に有するポリマーであることが好
ましい。相分離による海島構造を形成するポリマーとしては、上記した互いに非相溶な２
つのポリマー以外に、熱可塑性樹脂や他のポリマーが含まれていてもよい。第１のポリマ
ーの重量Ｍ１と第２のポリマーの重量Ｍ２との重量比Ｍ１／Ｍ２、及び、ポリマーのガラ
ス転移温度は、適宜設定可能である。
【０１０６】
　硬化性樹脂前駆体としては、活性エネルギー線（紫外線又は電子線等）や熱等により反
応する官能基を有し、この官能基により硬化又は架橋して樹脂（特に硬化性樹脂又は架橋
樹脂）を形成する硬化性化合物を例示できる。
【０１０７】
　このような化合物としては、熱硬化性化合物又は熱硬化性樹脂（エポキシ基、重合性基
、イソシアネート基、アルコキシシリル基、シラノール基等を有する低分子量化合物（例
えば、エポキシ系樹脂、不飽和ポリエステル系樹脂、ウレタン系樹脂、シリコーン系樹脂
等））、紫外線や電子線等により硬化する光硬化性（電離放射線硬化性）化合物（光硬化
性モノマー、オリゴマー等の紫外線硬化性化合物等）等を例示できる。
【０１０８】
　好ましい硬化性樹脂前駆体としては、紫外線や電子線等により短時間で硬化する光硬化
性化合物を例示できる。このうち、特に紫外線硬化性化合物が実用的である。耐擦傷性等
の耐性を向上させるため、光硬化性化合物は、分子中に２以上（好ましくは２～１５、更
に好ましくは４～１０程度）の重合性不飽和結合を有することが好ましい。具体的に光硬
化性化合物は、エポキシ（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレート、ポリエ
ステル（メタ）アクリレート、シリコーン（メタ）アクリレート、少なくとも２つの重合
性不飽和結合を有する多官能性単量体であることが好ましい。
【０１０９】
　硬化性樹脂前駆体には、その種類に応じた硬化剤が含まれていてもよい。例えば熱硬化
性樹脂前駆体には、アミン類、多価カルボン酸類等の硬化剤が含まれていてもよく、光硬
化性樹脂前駆体には、光重合開始剤が含まれていてもよい。光重合開始剤としては、慣用
の成分、例えば、アセトフェノン類又はプロピオフェノン類、ベンジル類、ベンゾイン類
、ベンゾフェノン類、チオキサントン類、アシルホスフィンオキシド類等を例示できる。
【０１１０】
　また硬化性樹脂前駆体には、硬化促進剤が含まれていてもよい。例えば光硬化性樹脂前
駆体には、光硬化促進剤、例えば、第三級アミン類（ジアルキルアミノ安息香酸エステル
等）、ホスフィン系光重合促進剤等が含まれていてもよい。
【０１１１】
　（変形例１に係る原型）



(17) JP 6745295 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

　図７は、変形例１に係る原型１４を示す拡大断面図である。原型１４は、マトリクス樹
脂１５と、マトリクス樹脂１５中に分散された複数の微粒子１６とを含む。
【０１１２】
　微粒子１６は、真球状に形成されているが、これに限定されず、実質的な球状や楕円体
状に形成されていてもよい。また微粒子１６は、中実に形成されているが、中空に形成さ
れていてもよい。微粒子１６が中空に形成されている場合、微粒子の中空部には、空気或
いはその他の気体が充填されていてもよい。マトリクス樹脂１５中には、複数の微粒子１
６が一次粒子として分散していてもよいし、複数の微粒子１６が凝集して形成された複数
の二次粒子が分散していてもよい。
【０１１３】
　微粒子１６は、平均粒径が０．１μｍ以上１０．０μｍ以下の範囲の値に設定されてい
る。微粒子１６の平均粒径は、１．０μｍ以上５．０μｍ以下の範囲の値であることが一
層望ましく、１．０μｍ以上４．０μｍ以下の範囲の値であることがより好ましい。
【０１１４】
　また、微粒子１６の粒径のバラツキは小さい方が望ましく、例えば、原型１４に含まれ
る微粒子の粒径分布において、原型１４に含まれる微粒子の５０重量％以上の平均粒径が
２．０μｍ以内のバラツキに収められていることが望ましい。
【０１１５】
　このように、粒径が比較的均一に揃えられ且つ平均粒径が上記範囲に設定された微粒子
１６により、原型４の表面１４ａには均一且つ適度な凹凸が形成される。
【０１１６】
　マトリクス樹脂１５中に分散される微粒子１６は、無機系及び有機系のいずれのもので
もよいが、良好な透明性を有するものが好ましい。有機系微粒子としては、プラスチック
ビーズを例示できる。プラスチックビーズとしては、スチレンビーズ（屈折率１．５９）
、メラミンビーズ（屈折率１．５７）、アクリルビーズ（屈折率１．４９）、アクリル－
スチレンビーズ（屈折率１．５４）、ポリカーボネートビーズ、ポリエチレンビーズ等を
例示できる。
【０１１７】
　スチレンビーズは、架橋スチレンビーズでもよく、アクリルビーズは、架橋アクリルビ
ーズでもよい。プラスチックビーズは、表面に疎水基を有するものが望ましい。このよう
なプラスチックビーズとしては、スチレンビーズを例示できる。
【０１１８】
　マトリクス樹脂１５としては、活性エネルギー線により硬化する光硬化性樹脂、塗工時
に添加した溶剤の乾燥により硬化する溶剤乾燥型樹脂、及び、熱硬化性樹脂の少なくとも
いずれかを例示できる。
【０１１９】
　光硬化性樹脂としては、アクリレート系の官能基を有するもの、例えば比較的低分子量
のポリエステル樹脂、ポリエーテル樹脂、アクリル樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、
アルキッド樹脂、スピロアセタール樹脂、ポリブタジエン樹脂、ポリチオールポリエン樹
脂、多価アルコール等の多官能化合物の（メタ）アクリレート等のオリゴマー、プレポリ
マー、反応性希釈剤を例示できる。
【０１２０】
　これらの具体例としては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート
、エチルヘキシル（メタ）アクリレート、スチレン、メチルスチレン、Ｎ－ビニルピロリ
ドン等の単官能モノマー並びに多官能モノマー、例えば、ポリメチロールプロパントリ（
メタ）アクリレート、ヘキサンジオール（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコー
ルジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリ
スリトールトリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレ
ート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（
メタ）アクリレート等を例示できる。
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【０１２１】
　光硬化性樹脂が紫外線硬化性樹脂である場合、光重合開始剤を用いることが好ましい。
光重合開始剤としては、アセトフェノン類、ベンゾフェノン類、ミヒラーベンゾイルベン
ゾエート、α－アミロキシムエステル、テトラメチルチウラムモノスルフィド、チオキサ
ントン類を例示できる。また光硬化性樹脂には、光増感剤を混合して用いることも好まし
い。光増感剤としては、ｎ－ブチルアミン、トリエチルアミン、ポリ－ｎ－ブチルホスフ
ィン等を例示できる。
【０１２２】
　溶剤乾燥型樹脂としては、公知の熱可塑性樹脂を例示できる。この熱可塑性樹脂として
は、スチレン系樹脂、（メタ）アクリル系樹脂、酢酸ビニル系樹脂、ビニルエーテル系樹
脂、ハロゲン含有樹脂、脂環式オレフィン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂、ポリエステ
ル系樹脂、ポリアミド系樹脂、セルロース誘導体、シリコーン系樹脂、及びゴム又はエラ
ストマー等を例示できる。溶剤乾燥型樹脂としては、有機溶媒に可溶であって、特に、成
形性、製膜性、透明性、及び耐候性に優れる樹脂が望ましい。このような溶剤乾燥型樹脂
としては、スチレン系樹脂、（メタ）アクリル系樹脂、脂環式オレフィン系樹脂、ポリエ
ステル系樹脂、セルロース誘導体（セルロースエステル類等）を例示できる。
【０１２３】
　（変形例２に係る原型）
　図８は、変形例２に係る原型２４を示す拡大断面図である。原型２４は、表面２４ａに
凹凸形状が賦形された構造を有する。原型２４は、一例として、原型１４のマトリクス樹
脂１５と同様の樹脂１７により構成されている。
【０１２４】
　原型４は、例えば、板材の表面に所定の未硬化材料を塗布し、この未硬化材料の表面を
金型により凹凸形状に賦形した後、該未硬化材料を硬化することにより得られる。金型は
、ロール状金型以外でもよく、例えば、板状金型（エンボス板）でもよい。金型の材質は
、一例として、金属、プラスチック、及び木を例示できる。
【０１２５】
　金型の表面をブラスト粒子によりブラスト処理することで、金型の表面に凹凸を形成で
きる。ブラスト粒子の材質としては、一例として、金属、シリカ、アルミナ、及びガラス
を例示できる。ブラスト粒子は、例えば、気体又は液体の圧力により金型の表面に衝打さ
せることができる。
【０１２６】
　ブラスト粒子の平均粒径は、適宜設定可能であるが、一例として、１０μｍ以上５０μ
ｍ以下の範囲の値に設定できる。ブラスト粒子の平均粒径は、２０μｍ以上４５μｍ以下
の範囲の値が一層望ましく、３０μｍ以上４０μｍ以下の範囲の値がより望ましい。この
ように、粒径が比較的均一に揃えられ且つ平均粒径が上記範囲に設定されたブラスト粒子
により、金型の表面に均一且つ適度な凹凸が形成される。よって、この金型を用いて賦形
することで、表面２４ａに凹凸形状が転写された原型２４が得られる。
【０１２７】
　（確認試験）
　図１に示す遮光フィルム１を実施例１として作製した。基材フィルム２として、黒色顔
料を含むＰＥＴからなるフィルムを用いた。紫外線硬化性樹脂であるウレタンアクリル系
樹脂の前駆体（ＤＩＣ（株）製「ユニデックＶ－４０２５」）７２部、活性化合物（三洋
化成（株）製「サンラッドＳＬＰ―００３」）５部、黒色微粒子５（カーボンブラック分
散体（御国色素（株）製「ＭＨＩブラック＃２７３」をカーボンブラックとして１０重量
％含むもの）２０部、重合開始剤（ＢＡＳＦ（株）製「イルガキュア１８４」）３部を混
合することにより、遮光層３の未硬化材料３０を調製した。
【０１２８】
　また、実施例１の作製に用いる原型４として、複数の樹脂成分を含み、複数の樹脂成分
の相分離により形成された海島構造を有する原型フィルムを用いた。この原型フィルムと
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して、膜厚寸法５０μｍ、表面の算術平均粗さ（Ｒａ）１．５、未硬化材料の表面（遮光
層３の表面３ａ）に被着される表面４ａの入射角２０度における光沢度が、０．０％、入
射角６０度における光沢度が、３．０％、入射角８５度における光沢度が、２０．０％に
設定されたものを用いた。
【０１２９】
　また、図５に示す遮光フィルム２１を実施例２として作製した。遮光フィルム２１の組
成は、実施例１の遮光層３と同様のものとした。また、実施例２の遮光フィルム２１の作
製に用いる原型４として、実施例１の原型フィルムと同様のものを使用した。
【０１３０】
　また、入射角６０度及び８５度における光沢度と、表面粗さ（Ｒａ，Ｓａ，Ｓｑ）とが
実施例１のものと異なる以外は実施例１と同様の遮光フィルム１を実施例３として作製し
た。実施例３の作製に際しては、実施例１で用いたものとは表面形状が異なる原型４を用
いた。
【０１３１】
　また比較用として、表１に示す構成及び物性を有する比較例１，２の遮光フィルムを用
意した。比較例１，２の遮光フィルムが備える遮光層では、熱硬化性樹脂がバインダー樹
脂として用いられている。
【０１３２】
　実施例１～３及び比較例１，２の各遮光フィルムにおける遮光層（実施例２では遮光フ
ィルム自体）について、鉛筆硬度（ＪＩＳ　Ｋ５６００に準拠する測定方法に基づく鉛筆
硬度）、入射角２０度、６０度、８５度における各光沢度（ＪｌＳ　Ｋ７１０５に準拠す
る測定方法に基づく光沢度）、光学濃度、表面粗さ（Ｒａ，Ｓａ，Ｓｑ）（ＪＩＳ　Ｂ　
０６０１（１９９４年版）及びＩＳＯ２５１７８に準拠する測定方法に基づく各表面粗さ
）、及び表面抵抗値（ＪＩＳ　Ｋ７１９４に準拠する測定方法に基づく表面抵抗値）をそ
れぞれ測定した。
【０１３３】
　ここで算術平均粗さ（Ｓａ）は、表面の平均面に対する複数点の高さの差の絶対値の平
均を示す。二乗平均平方根高さ（Ｓｑ）は、平均面からの距離の標準偏差のパラメータに
相当する。各測定結果を表１に示す。表１中の「ＣＢ」は遮光層、「基材」は基材フィル
ム、「黒ＰＥＴ」は黒色顔料を含むＰＥＴをそれぞれ示す。
【０１３４】
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【表１】

 
【０１３５】
　表１に示すように、実施例１～３のいずれについても比較例１，２よりも良好な結果が
得られた。特に実施例１及び３の鉛筆硬度は、比較例１，２における各鉛筆硬度よりも大
幅に優れ、高い耐擦傷性を有することが分かった。このように実施例１及び３が高い鉛筆
硬度を有する理由としては、遮光層３が光硬化性樹脂を含むことが考えられる。実施例２
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の鉛筆硬度は比較例１の鉛筆硬度と同じＨＢであったが、実施例２の遮光フィルム２１の
組成が実施例１の遮光層３の組成と同一であるため、実施例２は、実施例１の遮光層３と
同様の耐擦傷性を有するものと考えられる。
【０１３６】
　また、実施例１～３の入射角８５度における各光沢度の値は、いずれも比較例１，２の
入射角８５度における各光沢度の値よりも大幅に低く、２０％以下（本試験では９．５％
以下）の値であった。
【０１３７】
　また、実施例１，３の遮光層３と、実施例２の遮光フィルム２１とは、黒色微粒子５以
外の無機微粒子又は有機微粒子を含まない。このため、実施例１，３の遮光層３と、実施
例２の遮光フィルム２１とは、肉眼観察により、白っぽく見えるのが抑えられると共に良
好な黒色に着色していることが分かった。
【０１３８】
　また、実施例１，２の表面粗さ（Ｒａ，Ｓａ，Ｓｑ）の値は、いずれも比較例１，２の
表面粗さ（Ｒａ，Ｓａ，Ｓｑ）の値よりも高い値であった。また、実施例３のの表面粗さ
（Ｒａ，Ｓａ，Ｓｑ）の値は、比較例１，２の表面粗さ（Ｒａ，Ｓａ，Ｓｑ）の値とほぼ
同等であった。この結果から、原型４として、複数の樹脂成分を含み、複数の樹脂成分の
相分離により形成された海島構造を有する原型フィルムを用いることにより、遮光フィル
ムの表面に優れたアンチグレア性を安定した品質で付与できることが分かった。また実施
例１～３は、いずれも比較例１，２と同等の光学濃度と表面抵抗値とを有することが分か
った。
【０１３９】
　本発明は、各実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、
その構成及び方法を変更、追加、又は削除できる。
【産業上の利用可能性】
【０１４０】
　以上のように本発明は、表面にアンチグレア性を有する遮光層を備える遮光フィルムに
おいて、遮光層のバインダー樹脂として光硬化性樹脂を用いる場合でも遮光フィルムを良
好に製造できる優れた効果を有する。従って、この効果の意義を発揮できる遮光フィルム
及び遮光フィルムの製造方法に本発明を広く適用すると有益である。
【符号の説明】
【０１４１】
　１，１１，２１　　遮光フィルム
　２　　基材フィルム
　３，１３　　遮光層
　４，１４，２４　　原型
　５　　黒色微粒子
　６　　バインダー樹脂
　３０　　未硬化材料
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